
） ） ）
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１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

国立研究開発法人理化学研究所、国立研究開発法人情報通信研究機構、(株)国際電気通信基礎技術研究
所、(株)東芝、日本電気(株)、日本電信電話(株)、パナソニック(株)、(株)日立製作所、Microsoft Research、(財)
日本科学技術振興財団、オムロン(株)、(株)堀場製作所、国立研究開発法人産業技術総合研究所

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

１１．連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

ソフトウェア、計算機システム、情報ネットワーク、知覚情報処理、知能ロボティクス、認知科
学、 生物物理学、社会心理学、基盤・社会脳科学、脳計測科学、知能機械学・機械システム、
電子デバイス・電子機器、通信・ネットワーク工学

９． 専攻等名
情報科学研究科　 情報数理学専攻、コンピュータサイエンス専攻、情報システム工学専攻、
　　　　　　　　　　　　情報ネットワーク学専攻、マルチメディア工学専攻、バイオ情報工学専攻
生命機能研究科　 生命機能専攻
基礎工学研究科 　システム創成専攻、機能創成専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

脳科学 ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

電気電子工学、心理学

８． 主要細目

（① （② （③

６．
授与する博士
学位分野・名称

博士(情報科学)、博士(生命機能学)、博士(工学)、博士(理学)、または博士(学術) 
付記する名称:    ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム

７． 主要分科

（① 計算基盤 （② 生物科学 （③

４． 類型 K ＜複合領域型（情報）＞

５．

プログラム名称 ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム

英語名称 Humanware Innovation Program

副題 情報・生体・認知ダイナミクスの理解によるイノベーション創出人材育成

３． プログラム    　（ふりがな） しみず ひろし

コーディネーター 氏名・職名 清水  浩  （大阪大学大学院情報科学研究科教授）

２． プログラム責任者    　（ふりがな） おのえ たかお

氏名・職名 尾上  孝雄  （大阪大学大学院情報科学研究科長）

１． 全体責任者
※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

   　（ふりがな） にしお しょうじろう

（学長） 氏名・職名 西尾  章治郎  （大阪大学長）

平成２４年度採択プログラム　事後評価調書

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表。ただし、項目１３については非公表]

機関名 大阪大学 整理番号 K03
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プログラム担当者の構成

人

人

山本　亘彦 ﾔﾏﾓﾄ ﾉﾌﾞﾋｺ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授

神経科学・神経
ネットワークの
形成機構 工学博

士

教務プログラムの企画・運営および神経科学分野の教
育研究指導

藤田　一郎 ﾌｼﾞﾀ ｲﾁﾛｳ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
認知脳科学
理学博士

広報企画の推進および認知脳科学・システム神経科学
分野に関する教育研究指導

大澤　五住 ｵｵｻﾞﾜ ｲｽﾞﾐ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
視覚神経科学

Ph.D.
国際連携プログラムの実施および脳神経工学に関する
教育研究指導

月田　早智子 ﾂｷﾀ ｻﾁｺ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
細胞生物学
医学博士

広報プログラムの企画と運営および細胞間接着・細胞
骨格シグナル系研究の教育研究指導

近藤　滋 ｺﾝﾄﾞｳ ｼｹﾞﾙ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
発生生物学・形態

形成
医科学博士

学生の選抜およびQEの実施ならびに数理生物学の教育
研究指導

八木　健 ﾔｷﾞ ﾀｹｼ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
分子生物学・神経

科学
理学博士

産学官連携プログラムの実施および分子生物学・神経
科学分野に関する教育研究指導

平岡　泰 ﾋﾗｵｶ ﾔｽｼ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
分子細胞生物学

理学博士
教務プログラムの企画・運営および染色体と細胞核の
機能に関する教育研究指導

柳田　敏雄 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ﾄｼｵ
生命機能研究科・生命機能専攻・特任教授(常
勤)

生物物理学
工学博士

国際的高度研究環境の整備および脳情報通信融合研究
に関する教育研究指導

難波　啓一 ﾅﾝﾊﾞ ｹｲｲﾁ
生命機能研究科・生命機能専攻・特任教授
 (H29.4.1 職名変更)

生物物理学・構造
生物学

工学博士

国際連携プログラムの実施および生体イメージング分
野の教育研究指導

原　隆浩 ﾊﾗ ﾀｶﾋﾛ
情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教
授

データ工学
博士（工学）

学生の選抜、QEの実施ならびにデータ工学における教
育研究指導

松下 康之 ﾏﾂｼﾀ ﾔｽﾕｷ
情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教
授

コンピュータビ
ジョン

工学博士

国際連携プログラムの推進およびコンピュータビジョ
ンの融合研究に関する教育研究指導

松岡  茂登 ﾏﾂｵｶ ﾓﾘﾄ
サイバーメディアセンター・教授　情報科学研
究科・情報ネットワーク学専攻・教授

グリーンICT
工学博士

産学官連携プログラムの実施とグリーンICTに関わる教
育研究指導

若宮　直紀 ﾜｶﾐﾔ ﾅｵｷ 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻・教授
バイオ情報
通信工学

博士(工学)

国際連携プログラムおよび広報プログラムの実施なら
びにバイオ情報通信工学における教育研究指導

下條　真司 ｼﾓｼﾞｮｳ ｼﾝｼﾞ
サイバーメディアセンター・教授　情報科学研
究科・マルチメディア工学専攻・教授

ネットワーク応用
工学博士

広報企画の推進およびネットワーク応用に関する教育
研究指導

藤原　融 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾄｵﾙ
情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教
授

情報セキュリ
ティ・符号理論

工学博士

国際連携プログラムの実施および情報セキュリティ・
符号理論に関する教育研究指導

東野　輝夫 ﾋｶﾞｼﾉ ﾃﾙｵ
情報科学研究科・情報ネットワーク学専攻・教
授

ユビキタス
ネットワーク

工学博士

教務プログラムの企画・運営およびユビキタスネット
ワークに関する教育研究指導

村田　正幸 ﾑﾗﾀ ﾏｻﾕｷ 情報科学研究科 情報ネットワーク学専攻・教授
情報

ネットワーク学
工学博士

産学官連携プログラムの実施と情報ネットワークのダ
イナミクスに関する教育研究指導

竹村　治雄 ﾀｹﾑﾗ ﾊﾙｵ
サイバーメディアセンター・教授　情報科学研
究科・情報システム工学専攻・教授

ヒューマン
インタフェース

工学博士

国際連携プログラムの実施およびヒューマンインタ
フェースに関する教育研究指導

八木　康史 ﾔｷﾞ ﾔｽｼ 理事・副学長
視覚情報処理

工学博士
国際連携プログラムの実施および視覚情報処理分野の
教育研究指導

増澤　利光 ﾏｽｻﾞﾜ ﾄｼﾐﾂ
情報科学研究科・コンピュータサイエンス専
攻・教授

分散システム論
工学博士

教務プログラムの企画・運営および分散システム論に
関する教育研究指導

沼尾　正行 ﾇﾏｵ ﾏｻﾕｷ
産業科学研究所・教授　情報科学研究科・情報
数理学専攻・教授

人工知能
工学博士

国際連携プログラムの実施および共感計算に関する教
育研究指導

谷田　純 ﾀﾆﾀﾞ ｼﾞｭﾝ 情報科学研究科・情報数理学専攻・教授
情報フォトニクス

工学博士

教務プログラムの企画・運営、産学官連携プログラム
の実施およびナノ情報フォトニクスに関する教育研究
指導

教務プログラムの企画・運営、広報プログラムの実施
および生命情報科学分野に関する教育研究指導

井上　克郎 ｲﾉｳｴ ｶﾂﾛｳ
情報科学研究科・コンピュータサイエンス専
攻・教授

ソフトウェア工学
工学博士

プログラム全体の実施責任とソフトウェア工学に関す
る教育研究指導

（プログラムコーディネーター）

清水　浩 ｼﾐｽﾞ ﾋﾛｼ 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻・教授
代謝工学
工学博士

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

（プログラム責任者）

尾上　孝雄 ｵﾉｴ ﾀｶｵ
情報科学研究科・情報システム工学専攻・教
授・情報科学研究科長

集積システム工学
博士(工学)

学生の選抜、QEおよび産学官連携プログラムの実施な
らびに応用システム実装に関する教育研究指導

そのうち、他大学等を経験したことのある者 37 人 そのうち、大学等以外に属する者 12

１５．プログラム担当者

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 77.8 %]

プログラム実施大学に属する者 42

女性の人数 3 人

人 プログラム実施大学以外に属する者 12

[ 5.6 %]外国人の人数 3 人 [ 5.6 %]

１４． 計 54 名
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赤津　雅晴 ｱｶﾂ ﾏｻﾊﾙ
株式会社日立製作所 情報通信システム社・ス
マート情報システム統括本部 戦略企画本部・本
部長

システムモデリン
グ・サービスイノ
ベーション  博士

(工学)

社会インフラ分野を中心に、企業が直面している現実
課題解決を目指した実践的なコースワークの企画立案
および実施

岡田　顕
（H30.4.1 追加)

ｵｶﾀﾞ ｱｷﾗ
日本電信電話株式会社・先端集積デバイス研究
所・所長

光エレクトロニク
ス

工学博士

情報通信分野における研究開発の知見をベースとした
イノベーション創出プロセスに関する実践的なコース
ワークの企画と実施

木村　浩三
（H30.4.1 追加)

ｷﾑﾗ ｺｳｿﾞｳ
パナソニック株式会社アプライアンス社技術本
部・ホームアプライアンス開発センター・総括
／全社技術リーダ

情報工学
博士(工学)

情報・電気機器メーカーにおける研究開発の知見を
ベースとしたコースワーク設計およびイノベーション
創出プロセスに関する実践講義の企画・実施

加納　敏行 ｶﾉｳ ﾄｼﾕｷ 日本電気株式会社・中央研究所・主任技術主幹

研究技術開発マネ
ジメント、ネット
ワーク技術 工学

士

電機メーカーにおける研究開発の経験に基づくイノ
ベーション創出に関わるプロジェクト推進に関する
コースワークの企画と実施

折原　良平 ｵﾘﾊﾗ ﾘｮｳﾍｲ
株式会社東芝・研究開発センター知識メディア
ラボラトリー・研究主幹

人工知能・発想支
援・博士(工学)

産業界と連携したリーディングプログラム強化および
ヒューマンイノベーション創出に関わるコースワーク
の企画と実施

川人　光男 ｶﾜﾄ ﾐﾂｵ
株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報
通信総合研究所・所長

計算論的神経科学
工学博士

脳神経科学およびブレイン・マシン・インタフェース
の研究開発に関わる教育研究指導

MAHZOON Hamed
（H30.4.1 追加)

ﾏﾊｽﾞｰﾝ ﾊｰﾒﾄﾞ 未来戦略機構第四部門・特任助教（常勤）
コンピューター工

学
修士（工学）

教務プログラムおよび産学官連携に関する企画・運
営、ならびにコンピューター工学を軸とした融合研究
指導や教育の実施

津田　宗一郎
（H30.4.1 追加)

ﾂﾀﾞ ｿｳｲﾁﾛｳ 未来戦略機構第四部門・特任准教授（常勤）
生物物理

博士（理学）

教務プログラムおよび国際連携、学生選抜に関する企
画・運営、ならびに生物物理を軸とした融合研究指導
や教育の実施

楊　華
（H29.4.1 追加）

ﾖｳ  ｶ 未来戦略機構第四部門・特任助教（常勤）
バイオ情報工学

博士(工学)

教務プログラムおよび産学官連携に関する企画・運
営、ならびにバイオ情報工学を軸とした融合研究指導
や教育の実施

EUM Suyong ｵﾑ ｽｰﾖﾝ 未来戦略機構・第四部門・特任准教授
情報ネットワーク

博士（工学）

教務プログラムおよび産学官連携、国際連携に関する
企画・運営、ならびに情報ネットワークを軸とした融
合研究指導や教育の実施

石井  浩二郎 ｲｼｲ ｺｳｼﾞﾛｳ
生命機能研究科・生命機能専攻・招聘教授
(H30.4.1 変更)

分子遺伝学
博士(理学)

教務プログラムおよび広報に関する企画・運営、なら
びに分子遺伝学を軸とした融合研究指導や教育の実施

中野  賢 ﾅｶﾉ ﾀﾀﾞｼ 未来戦略機構・第四部門・特任准教授
情報通信ネット

ワーク
博士（工学）

教務プログラムおよび産学官連携に関する企画・運
営、ならびに情報通信ネットワークを軸とした融合研
究指導や教育の実施

細田　一史 ﾎｿﾀﾞ ｶｽﾞﾌﾐ 未来戦略機構・第四部門・特任准教授
システム生物学
博士（工学）

教務プログラムおよび学生選抜に関する企画・運営、
ならびにシステム生物学を軸とした融合研究指導や教
育の実施

正城　敏博 ﾏｻｷ ﾄｼﾋﾛ
共創機構産学共創本部テクノロジー・トランス
ファー部門長・教授 (H30.1.1 所属変更)

産学連携・
知的財産

博士(工学)

ヒューマンイノベーション創出に関する産学連携のス
キーム構築と関連するコースワークの企画と実施

八木　絵香 ﾔｷﾞ ｴｺｳ COデザイン・センター・准教授
科学技術社会論

博士(工学)

コミュニケーション力、デザイン力向上に関するコー
スワークの企画・実践およびファカルティデベロメン
トの実施

大竹　文雄 ｵｵﾀｹ ﾌﾐｵ 社会経済研究所・教授
労働経済学・行動

経済学
博士(経済学)

イノベーション創出に関わる経済学的知見およびコ
ミュニケーション能力向上の観点からのコースワーク
の企画・運営と関連講義の実施

村上 靖彦 ﾑﾗｶﾐ ﾔｽﾋｺ 人間科学研究科・人間科学専攻・教授

哲学
博士(基礎精神病
理学・ 精神分析

学)

学生の選抜、QEの実施ならびに教育指導

尾方　成信 ｵｶﾞﾀ ｼｹﾞﾉﾌﾞ 基礎工学研究科・機能創成専攻・教授
計算科学・
計算力学

博士(工学)

学生の選抜、QEおよび国際連携プログラムの実施なら
びに大規模複雑系ダイナミクスのモデリングとシミュ
レーションに関する教育研究指導

細田　耕 ﾎｿﾀﾞ ｺｳ 基礎工学研究科・システム創生専攻・教授
ロボティクス
博士(工学)

学生の選抜、QEおよび国際連携プログラムの実施なら
びにロボティクスにおける教育研究指導

倉橋　隆 ｸﾗﾊｼ ﾀｶｼ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
生理学

理学博士
国際連携プログラムの実施および生理学における教育
研究指導

原田  研介
（H29.4.1 追加）

ﾊﾗﾀﾞ ｹﾝｽｹ 基礎工学研究科・システム創成専攻・教授
ロボット工学
博士（工学）

国際連携プログラムおよび産学官連携プログラムの実
施とロボットの設計・制御に適用可能な生体ダイナミ
クスの教育研究指導

石黒　浩 ｲｼｸﾞﾛ ﾋﾛｼ 基礎工学研究科・システム創成専攻・教授
ロボット学
工学博士

ロボット学関連のプログラム企画・運営と調整および
ロボット学分野における教育研究指導

北澤　茂 ｷﾀｻﾞﾜ ｼｹﾞﾙ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
神経科学
医学博士

広報プログラムの実施および神経科学分野の教育研究
指導

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

１５．プログラム担当者一覧（続き）
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(機関名：大阪大学　類型：複合領域型(情報)　プログラム名称：（K03）ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム)



[公表]

榊原 彰
（H29.9.16 追加）

ｻｶｷﾊﾞﾗ ｱｷﾗ
日本マイクロソフト株式会社・執行役員 最高技
術責任者(CTO)

金融工学
経済学士

世界をリードする企業研究所との連携を活かした高度
博士人材育成に関するコースワークの設計と指導

土井　美和子 ﾄﾞｲ ﾐﾜｺ 独立行政法人情報通信研究機構・監事
ヒューマン

インタフェース
博士(工学)

産業界と連携したリーディングプログラム強化および
ヒューマンイノベーション創出に関わるコースワーク
の企画と指導

臼井　誠次 ｳｽｲ ｾｲｼﾞ
株式会社堀場製作所・理事・開発本部新製品担
当副本部長

分析機器開発全般
学士（工学）

分析・計測機器のメーカーにおける研究開発に関する
知見をベースとしたイノベーション創出プロセスに関
する実践的な教育研究の指導

宮田　喜一郎 ﾐﾔﾀ ｷｲﾁﾛｳ
オムロン株式会社・執行役員常務CTO兼技術知財
本部長

機械工学
工学博士

生体情報機器メーカーにおける研究開発と知的財産に
関する知見をベースとしたイノベーション創出プロセ
スに関する実践的な教育研究の指導

吉田　浄 ﾖｼﾀﾞ ｷﾖｼ
前公益財団法人日本科学技術振興財団・専務理
事

理科教育振興・企
業法務・ミクロ経
済学による企業分

析 経済学士

辻井　潤一 ﾂｼﾞｲ ｼﾞｭﾝｲﾁ
国立研究開発法人産業技術総合研究所・人工知
能研究センター・センター長

自然言語処理
工学博士

世界をリードする研究所との連携を活かした高度博士
人材育成に関する実践的な教育研究の指導

企業におけるイノベーション創出プロセスを論じる
コースワークのコーディネーションおよび講義の実施

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

１５．プログラム担当者一覧（続き）
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[公表（備考欄を除く）]

１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数

本プログラムの過去のリーディングプログラム応募学生数等について記入してください。

（各年度3月31日現在（ただし平成30年度は提出日現在））

うち留学生数

うち自大学出身者数 ― （―） 23 （3） 23 （0） 15 （0） 19 （0） 13 （0） 11 （1）

うち他大学出身者数 ― （―） 18 （5） 8 （4） 13 （7） 11 （5） 13 （6） 9 （2）

うち社会人学生数 ― （―） 1 （0） 3 （2） 2 （1） 1 （1） 1 （1） 2 （1）

うち女性数 ― （―） 6 （2） 3 （1） 5 （0） 5 （2） 0 （0） 1 （0）

うち留学生数

うち自大学出身者数 ― （―） 17 （2） 17 （0） 12 （0） 16 （0） 9 （0） 11 （1）

うち他大学出身者数 ― （―） 11 （4） 4 （3） 11 （6） 5 （2） 12 （5） 5 （2）

うち社会人学生数 ― （―） 0 （0） 2 （2） 2 （1） 0 （0） 1 （1） 2 （1）

うち女性数 ― （―） 4 （1） 2 （0） 5 （0） 4 （2） 0 （0） 1 （0）

うち留学生数

うち自大学出身者数 ― （―） 14 （1） 16 （0） 12 （0） 14 （0） 9 （0） 11 （1）

うち他大学出身者数 ― （―） 10 （3） 4 （3） 11 （6） 4 （1） 12 （5） 4 （2）

うち社会人学生数 ― （―） 0 （0） 2 （2） 2 （1） 0 （0） 1 （1） 1 （1）

うち女性数 ― （―） 4 （1） 2 （0） 5 （0） 2 （1） 0 （0） 1 （0）

平成２５年度平成２４年度

2

18

1

― 20

― 41

105%― 140%

― 8

― 28

― 6

― 1.46倍

平成２９年度

4

31

20 20

28

7

20

26

6

20

30

5

平成２８年度平成２７年度平成２６年度

20

   また、｢有｣の場合は、当該予定分については表中には含めず、備考欄へ募集時期及び募集予定人数を記入してください。

平成３０年度

*（今後の募集予定:
有・無)

プログラム募集定員数 20

① 
応募
学生
数

3

② 
合格
者数

3

1621

3

23

6

21

5

③ 
②の
うち
履修
生数

3

1520

3

23

6

21

5

― 24

― 4

21

※平成30年度＊（今後の募集予定：有・無）については、平成30年度内に履修を開始する学生を募集予定の場合（秋入学等）は「有」に、募集予定がない場合は「無」に 印を付けてください。

※編入学生がいる場合は、年度ごとの内訳を備考欄に記入してください。

プログラム合格倍率
（応募学生数/合格者数）

（小数点第三位を四捨五入）
1.25倍

充足率
（合格者数／募集定員）

80%

※留学生については、「うち留学生数」にカウントするとともに、うち自大学出身者数、うち他大学出身者数、うち社会人学生数、うち女性数の（）に内数を記入してください。

1.48倍

105%

1.22倍

115%

1.24倍

105%

1.43倍
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[公表（備考欄を除く）]
（各年度3月31日現在（ただし平成30年度は提出日現在））

M1 M2 D1 D2 D3 M1 M2 D1 D2 D3 M1 M2 D1 D2 D3 M1 M2 D1 D2 D3 M1 M2 D1 D2 D3 M1 M2 D1 D2 D3 M1 M2 D1 D2 D3 M1 M2 D1 D2 D3
(D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5)

－ － － － － 0 － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － 0 0

うち留学生数 － － － － － 0 － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － 0 0

うち自大学出身者数 － － － － － 0 － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － 0 0

うち他大学出身者数 － － － － － 0 － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － 0 0

うち社会人学生数 － － － － － 0 － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － 0 0

うち女性数 － － － － － 0 － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － － － － － － 0 － － 0 0

24 0 0 0 0 24 24 0 0 0 0 24 0 0 0 24 0 0 0 24 0 0 0 0 24 0 0 24 0 2 0 0 0 22 0 22 13 0 0 0 0 0 9 9 1 3 0 0 0 0 5 5 5 0 19 3

うち留学生数 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 0 4 0 0 4 0 1 0 0 0 3 0 3 2 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 3 1

うち自大学出身者数 14 0 0 0 0 14 14 0 0 0 0 14 0 0 0 14 0 0 0 14 0 0 0 0 14 0 0 14 0 1 0 0 0 13 0 13 9 0 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 4 4 3 0 12 1

うち他大学出身者数 10 0 0 0 0 10 10 0 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0 0 10 0 0 10 0 1 0 0 0 9 0 9 4 0 0 0 0 0 5 5 1 3 0 0 0 0 1 1 2 0 7 2

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 0 4 0 0 4 0 2 0 0 0 2 0 2 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2

20 0 0 0 0 20 20 0 0 0 0 20 0 3 0 17 0 0 0 17 0 2 0 0 15 0 0 15 0 1 0 0 0 14 0 14 0 0 0 0 0 0 14 14 14 0 14 6

うち留学生数 3 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 0 3 0 0 3 0 1 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 2 1

うち自大学出身者数 16 0 0 0 0 16 16 0 0 0 0 16 0 3 0 13 0 0 0 13 0 2 0 0 11 0 0 11 0 0 0 0 0 11 0 11 0 0 0 0 0 0 11 11 11 0 11 5

うち他大学出身者数 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 0 4 0 0 4 0 1 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 3 3 3 0 3 1

うち社会人学生数 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 2 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1

うち女性数 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 2 0

19 4 0 0 0 23 19 4 0 0 0 23 0 5 0 14 4 0 0 18 0 2 0 0 12 4 0 16 0 0 0 0 0 12 4 16 3 0 3 7

うち留学生数 4 2 0 0 0 6 4 2 0 0 0 6 0 0 0 4 2 0 0 6 0 0 0 0 4 2 0 6 0 0 0 0 0 4 2 6 1 0 1 0

うち自大学出身者数 11 1 0 0 0 12 11 1 0 0 0 12 0 5 0 6 1 0 0 7 0 0 0 0 6 1 0 7 0 0 0 0 0 6 1 7 1 0 1 5

うち他大学出身者数 8 3 0 0 0 11 8 3 0 0 0 11 0 0 0 8 3 0 0 11 0 2 0 0 6 3 0 9 0 0 0 0 0 6 3 9 2 0 2 2

うち社会人学生数 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0

うち女性数 5 0 0 0 0 5 5 0 0 0 0 5 0 1 0 4 0 0 0 4 0 1 0 0 3 0 0 3 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 2

17 1 0 0 0 18 17 1 0 0 0 18 0 5 0 12 1 0 0 13 0 1 0 0 11 1 0 12 0 0 0 6

うち留学生数 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

うち自大学出身者数 13 1 0 0 0 14 13 1 0 0 0 14 0 3 0 10 1 0 0 11 0 0 0 0 10 1 0 11 0 0 0 3

うち他大学出身者数 4 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 4 0 2 0 2 0 0 0 2 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

20 1 0 0 0 21 20 1 0 0 0 21 0 3 0 17 1 0 0 18 0 0 0 3

うち留学生数 4 1 0 0 0 5 4 1 0 0 0 5 0 0 0 4 1 0 0 5 0 0 0 0

うち自大学出身者数 9 0 0 0 0 9 9 0 0 0 0 9 0 2 0 7 0 0 0 7 0 0 0 2

うち他大学出身者数 11 1 0 0 0 12 11 1 0 0 0 12 0 1 0 10 1 0 0 11 0 0 0 1

うち社会人学生数 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 1 0 0 0 15 14 1 0 0 0 15 0 0 0 0

うち留学生数 2 1 0 0 0 3 2 1 0 0 0 3 0 0 0 0

うち自大学出身者数 11 0 0 0 0 11 11 0 0 0 0 11 0 0 0 0

うち他大学出身者数 3 1 0 0 0 4 3 1 0 0 0 4 0 0 0 0

うち社会人学生数 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

うち女性数 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

114 7 0 0 0 121 0 0 0 0 0 0 24 0 0 0 0 24 20 24 0 0 0 44 19 21 24 0 0 64 17 15 19 22 0 73 20 13 13 18 9 73 14 18 12 13 23 80 36 25

うち留学生数 22 17 6 3

うち自大学出身者数 76 51 24 16

うち他大学出身者数 45 29 12 9

うち社会人学生数 6 5 1 1

うち女性数 14 6 4 6

0 0 0 0 13 1 22 36

0 0 0 0 13 0 13

0 0 3 9 8 7 0 25

0 0 3 8 5 3 17

平成２８年度
(H29.3.31)

１７．プログラムの履修生数・修了（予定）者数 　①区分制及び一貫制博士課程

プログラムの履修生数等

履修生数
(選抜年度内辞退は除く。)

平成２４年度
(H25.3.31)

H25.3.31
-

H26.3.30

平成２５年度
(H26.3.31)

H26.3.31
-

H27.3.30

平成２６年度
(H27.3.31)

H27.3.31
-

H28.3.30

平成２７年度
(H28.3.31)

H28.3.31
-

H29.3.30

辞
退
　
計

(

見
込
含

)

計 計
修
了

辞
退

計
修
了

辞
退

計
修
了

H29.3.31
-

H30.3.30

平成２９年度
(H30.3.31)

H30.3.31
-

(提出日)

平成３０年度
(提出日(H30.6))

H31.3.31
（見込）

修
了
　
計

(

見
込
含

)辞
退

計
修
了

辞
退

計
修
了

辞
退

平成
２４
年度
選抜

計
修
了

辞
退

計
修
了

辞
退

平成
２５
年度
選抜

平成
２６
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

平成
２８
年度
選抜

平成
２９
年度
選抜

平成
３０
年度
選抜

プログラム履修生以外で、プログラ
ムのカリキュラムの一部を受講して
いる学生数

0 0

計

修了者数

うち就職者数

辞退者数

うち就職に伴う辞退者数

※標準修業年限を超えて在学する者は、「D3 (D5)」欄に計上してください。

※満期退学者は修了者には含めず、退学した時期の「辞退」欄に含めてください。満期退学者のうち退学後に学位取得した者（プログラムが修了者と認定する場合に限る。）については学位取得した時期の「修了」欄に記入し、該当者の経緯について備考欄に記載するとともに、右端の「辞退計」欄及び「修了計」欄は二重計上とならないように「辞退計」から該当数を差し引いてください。

※「就職者数」にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む。）のみをカウントしてください。また、満期退学後就職した後に学位を取得した者はカウントしてください。なお、社会人学生の現職継続は含めないでください。
※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）や満期退学者がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

3

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数」と整合性を取ってください。

0 0 00
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[公表（備考欄を除く）]
（各年度3月31日現在（ただし平成30年度は提出日現在））

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0 0

0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち留学生数 0 0 0 0

うち自大学出身者数 0 0 0 0

うち他大学出身者数 0 0 0 0

うち社会人学生数 0 0 0 0

うち女性数 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0

0

１７．プログラムの履修生数・修了（予定）者数
②医・歯・薬・獣医学の４年制博士課程

プログラムの履修生数等

履修生数
(選抜年度内辞退は除く。)

平成２４年度
(H25.3.31)

H25.3.31
-

H26.3.30

D4
修
了

辞
退

D3 D4 D1 計

H31.3.31
（見込）

平成２５年度
(H26.3.31)

H26.3.31
-

H27.3.30

平成２６年度
(H27.3.31)

H27.3.31
-

H28.3.30

平成２７年度
(H28.3.31)

H28.3.31
-

H29.3.30

D2 D3 計
修
了

平成２８年度
(H29.3.31)

H29.3.31
-

H30.3.30

平成２９年度
(H30.3.31)

H30.3.31
-

(提出日)

平成３０年度
(提出日(H30.6))

修
了

辞
退

辞
退

D1 D2 D3 D1 D2

平成
２６
年度
選抜

平成
２７
年度
選抜

辞
退

計

平成
２４
年度
選抜

D2 D3 D4 D1
辞
退

計
修
了

辞
退

計
修
了

D2 D3 D4

プログラム履修生以外で、プログラ
ムのカリキュラムの一部を受講して
いる学生数

D3D1 D2

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数」と整合性を取ってください。

計

辞退者数

うち就職に伴う辞退者数

修了者数

うち就職者数

平成
２８
年度
選抜

平成
２９
年度
選抜

平成
３０
年度
選抜

修
了
　
計

(

見
込
含

)

辞
退
　
計

(

見
込
含

)計

該当なし

※満期退学者は修了者には含めず、退学した時期の「辞退」欄に含めてください。満期退学者のうち退学後に学位取得した者（プログラムが修了者と認定する場合に限る。）については学位取得した時期の「修了」欄に記入し、該当者の経緯について備考欄に記載するとともに、右端の「修了計」欄及び「辞退計」欄は二重計上とならないように「辞退計」から該当数を差し引いてください。
※「就職者数」にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む。）のみをカウントしてください。また、満期退学後就職した後に学位を取得した者はカウントしてください。なお、社会人学生の現職継続は含めないでください。
※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）や満期退学者がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

※標準修業年限を超えて在学する者は、「D4」欄に計上してください。

D4D4 D1 D2 D3 D4 D1計
修
了

辞
退

計
修
了

D4 D1 D2 D3

平成
２５
年度
選抜
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【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
(広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入し
てください。) 

現在、経済行為まで含む社会活動において、情報ネットワークを介して人間同士が密接に相互作用
することが一般的になり、複雑なダイナミクスを持つ巨大ネットワークシステムが構築されつつあ
る。情報技術はハードウェア、ソフトウェア両面において他分野と比較しても類い稀なる発展を遂げ
てきた。しかし、今後、人間の社会活動の結果として構築される巨大情報ネットワークを介して新た
なサービスや産業を創起していくには、ハードウェア、ソフトウェアに加えて、情報を理解し、判断
し、新たに生み出す人間そのものを取り込んだネットワークに対する深い理解と洞察をもって新し
い価値を生み出す人材が求められる。特に、先般の東日本大震災のように、事前に予測することが困
難な多様な事象に、柔軟かつ頑強に対応する能力がシステムに要求されるが、そのためには、従来の
システムの境界を設定して効率化を目指す人工システム開発手法からのパラダイムシフトとして、
35億年を生き抜いてきた生命の柔軟性、頑強性、創造性に学ぶという考えに立つことが必要である。
長い進化の歴史の中でさまざまな事象、たとえ隕石衝突であっても、それに対応して巨大ネットワー
クを変容させ維持してきた(柔軟性)だけでなく、革新的性質を創造し(持続発展性)、生き残った(頑強
性)集団が、現在の生物である。高度な持続発展性を有する大規模複雑ネットワークとしての生物の
数理的構造を抽出し、細胞や生態系に加え、さらに、人間活動を認知・脳科学の側面から理解するこ
とで、持続発展性と創造性をもたらす革新的情報技術の創出が可能となる。 

本学位プログラムでは、大阪大学の情報科学研究科、生命機能研究科、基礎工学研究科が密接に連
携し、人と人を繋ぐ情報の流れとそれによって変化する人と人の関係のダイナミクス、すなわち「情
報ダイナミクス」を扱うヒューマンウェアの発展を主導し、情報科学、生命科学、認知・脳科学の諸
分野を融合することによって将来の融合領域の開拓を牽引するリーダーを育成する。ヒューマンウ
ェアに関わる技術を習得するには、情報を受け取り、理解し、新たな情報を産み出す人間の高次脳機
能としての「認知ダイナミクス」、人や環境に柔軟に適応する機能を与える「生体ダイナミクス」を
理解することが必要である。斎同熟議の徹底した議論によりこれら三つのダイナミクスを包括的に
理解し、自ら課題を設定し、マネジメント力を駆使してグループを組織・牽引し、解決に導くリーダ
ーを育成し、生活、文化、社会の発展や新産業・サービスを創造する高度情報システムの発展に資す
る。 

特色 

これまで理工系博士人材は、高効率化を目指した社会システムにおいてイノベーション創出に大
きく貢献してきた。しかし、新技術の開発によって、環境や何よりもその利用者である人に対して負
荷が増大するというジレンマから逃れることは困難であった。本プログラムでは、ヒューマンウェア
という新たな視点をもってイノベーションの方向性を転換し、絶えず変化する社会環境を支え、柔軟
性、頑強性、持続発展性を有するシステムを構築できる博士人材を育成する。ヒューマンウェアを扱
う博士人材を徹底した融合研究(斎同熟議)により育成し、人間中心の情報技術の構築、災害時にも自
律復旧が可能な社会ネットワークの構築、世代や立場を超えた人間同士のコミュニケーションやコ
ミュニティ形成を促進する情報技術の開発などにおいてイノベーションの方向性を大きく転換する。 
優位性 

大阪大学大学院情報科学研究科では、「生命に学ぶ情報技術の確立」という大きな目標のもと、情
報科学と生命科学の複合領域形成を 21 世紀 COE プログラム、グローバル COE プログラムを中心
として推進してきた。情報科学研究科が、生命科学・脳科学分野で世界をリードする生命機能研究科、
大阪大学が世界に誇るロボティクス・認知科学分野を牽引する基礎工学研究科と強い連携体制を築
くことにより、これらの複合領域において「ヒューマンウェア」を基軸とした博士人材育成プログラ
ムを開始することは、他大学には成し得ない卓越したプログラムになると確信している。さらに、国
立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)脳情報通信融合研究センター、国立研究開発法人理化学研
究所生命システム研究センター、国際電気通信基礎技術研究所と強固な連携体制を構築することは、
本学のみが実現し得る大きな特色である。 

また、情報科学研究科では、産学連携フォーラム OACISを構築して産業界との密接な協力関係を形
成し、国内外の企業や研究機関へのインターシップの単位化もすでに行っている。これらの連携活動
の中核を成してきた企業群は、本学位プログラムが目指す人材像に賛同し、大きな期待のもとに参画
を既に確約しており、より強力な連携体制へと移行することが可能である。また、国際ネットワーク
に関しても、3研究科は北米(カリフォルニア大、ワシントン大)、アジア(北京大、上海交通大、南洋
工科大)、欧州(ビーレフェルト大、イタリア工科大(IIT))、シドニー大を始めとする連携機関を擁して
おり、英語力も兼ね備えたグローバルに活躍する人材を育成する体制の準備は万全である。 
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【公表】 

プログラムの概念図 
(優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点か
ら、コースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携によ
る実践性、国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保
証システムなどについて、プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同
実施機関及び連携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。) 
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【公表】 

プログラムの成果 
(優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成するという観
点に照らし、学生や修了者の活躍状況を含め、アピールできる成果について記入してください。) 

【体系的なコースワークの整備】本プログラムでは、大阪大学の情報科学研究科、生命機能研究科、

基礎工学研究科の 3研究科の連携の下、情報、生命、認知・脳科学の 3領域のダイナミクスを捉え、

相互にフィードバックすることによって新たなイノベーションを起こすことのできる「ネットワー

キング型」の博士人材を育成する 5年一貫の学位プログラムを整備した。 

【特徴的な科目と実践】本プログラムの最大の特色は、分野の異なる学生達による徹底した議論『斉

同熟議』に基づく融合研究により、イノベーションの方向性を転換できるイノベーション牽引リー

ダーを養成する点にある。深い専門性に加えて、汎用力としてデザイン力、マネジメント力、コミ

ュニケーション力が重要であることを念頭にプログラムを整備し、履修生の能力を定量的に把握し

ながら育成を実現してきた。情報、生命、認知・脳科学の分野において自らの専門と異なる分野の

知識を修得するためのヒューマンウェア領域基礎科目、ヒューマンウェアの研究推進に必要な知識・

手法を習得し、研究を実践するヒューマンウェア領域コア科目、国内外の企業や研究機関で研鑽す

るヒューマンウェアインターンシップ科目からなっている。 

【産学官の連携による学生の指導体制の構築】本プログラムでは、研究科の枠を越えた学位プログ

ラムを設置し、企業担当者(9 社)、世界的な研究機関である情報通信研究機構(NICT)、脳情報通信

融合研究センター(CiNet)、理化学研究所生命システム研究センター(QBiC)などとの協力体制の下、

ネットワーキング型博士人材を育成している。産業界の視点を得るため連携企業からの参画メンバ

ーと産学連携連絡協議会において深く議論し、イノベーション創出過程においてリーダーシップを

発揮できるカリキュラムの整備、講義を計画実践した。また、学生一人一人に、指導教員に加えて

専門の異なる他研究科の教員と、学外の担当者 1名からなる学生アドバイザリ委員会を設置し、博

士課程の研究指導を行うだけでなく、日頃の悩みやキャリアパスに関するアドバイスを行っている

(トリプルアドバイザリ制度の実践)。 

【専門力と汎用力の育成と効果】各研究科における専門研究に加え、専門の異なる学生同士が融合

分野で研究を行うことを、すべての学生が実施することで、汎用力を身に付けさせている。これら

の融合研究は成果として学術論文や国際会議発表のレベルまで到達させている。3 つの汎用力をグ

ローバルに活躍することのできる Principal Investigator(GPI)として身に付けるスキルとしてまと

め、履修生、指導教員が毎年熟達度を評価することで成長をチェックする。最終審査では、専門家

として自らの研究成果を理解し説明できることに加え、融合研究の成果についてその波及効果を異

なる研究分野の研究者にも容易に理解させることができるかを GPIスキル標準審査として実施し、

質保証のされた修了生として輩出している。融合研究や合宿(熟議)で培った汎用力が、高度な専門

的知識・研究能力、自ら課題を発見し解決する力、幅広い知識をもとに物事を俯瞰し本質を見抜く

能力として、専門性の涵養に関しても大きく影響している。自ら課題を発見し解決する力において

履修生と非履修生とは差異が表れており、自ら課題を発見、解決するという専門力においても大き

な影響をもたらしたことが明確に分かる。Nasaグラント(NASA-ARC Science Innovation Fund)を

獲得した履修生や日本学術振興会特別研究員に採用されている履修生も多数在籍するほか、各種ビ

ジネスコンペティションやハッカソン、国際会議での受賞も多数あり、サイエンスカフェなど学生

企画活動なども含めて各方面において汎用力を示す履修生の活動が展開されてきた。 

【多様なキャリアパスの形成】第 1期生の本プログラム修了後の進路は海外の研究機関を含めたア

カデミア研究者が 8名、ベンチャー企業を含めた産業界への進路を取るものが 8名となっており多

様な進路先が実現されている。履修生は本プログラムを通じて人的ネットワークを構築し、自由な

発想でキャリアパスを構築している。修了生のキャリアパスの中には、インターンシップが契機と

なって海外の大学の研究員になる道が拓けた履修生や企業へ就職する履修生など、従来の博士課程

教育ではなかったキャリアパスの形成過程が構築されたと考えている。今後、産官学民の各界のリ

ーダーとして、修了生が活躍できることが大いに期待される。 

以上のように、本プログラムは、専門性と汎用力を身に付けた融合領域で活躍することが期待され

る博士人材を輩出することのできるプログラムとして着実に成果をあげたと考えている。 
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【公表】 

プログラムの成果 
(大学院改革につながる教育研究組織の再編等の学内外への波及効果や課題の発見について記入してください。) 

【大阪大学の大学院改革と本プログラムの位置づけと発展】大阪大学は 1931 年の建学以来、自由
闊達な市民社会、産業界との深い結びつきによる教育・研究の土壌、精神を持っている。また、普
遍の真理を見極め、世界最先端の学術研究の成果を世界に還元してきた。これが、「地域に生き、世
界に伸びる」をモットーとする大阪大学の使命である。現代社会においては、グローバルで複合的
な課題が多く存在し、持続可能な社会を構築する必要がある。 

大阪大学では、産学連携を新たな社会的価値を生み出す「産学共創」へと進化させ、あらゆる分
野がクロスすることでそれぞれの専門分野の知を統合し、社会の課題を解決するための「共創知」
を生み出すことで社会的価値を創出していくことを OU ビジョン 2021 として示してきた。また、
平成 30 年 4 月に大学院改革ビジョンを策定し、「知と知の融合」「社会と知の統合」を掲げ、部局
を超えて横断的に新たな学術の創成を目指す未来戦略機構(平成 30 年 8月より国際共創大学院学位
プログラム推進機構(仮称)として改組予定)を設置しており、本プログラムは、その第四部門として
大学院教育改革を強力に推進している。本プログラムは全学的な組織のもと、情報科学研究科、生
命機能研究科、基礎工学研究科が中心となり継続的に定着、発展させていくことが決められている。 
【学位プログラムの定着】本プログラムは情報科学研究科、生命機能研究科、基礎工学研究科の副
専攻型プログラムとして専門の教務カリキュラムに加えて、専門性と汎用力を強化するプログラム
として運営してきた。プログラムの教務委員会は、各研究科の教務委員会と密に連携し、履修生が
専門の教務カリキュラムと本プログラムを柔軟かつ過度な負荷を感じることなく履修できるよう工
夫しカリキュラムの改良を続けてきた。本プログラムで開発した科目は各研究科の修了要件として
も認定することを一部可能としている他、一部の講義科目は非履修生、他研究科の学生に履修を可
能とするなど全学的な横展開や定着を図っている。 

【教員組織の再編】本プログラムは、平成 24年度に採択されて以来、部局を横断する教育研究の取
組みとしてインキュベートするための全学組織である未来戦略機構(機構長は総長)の第四部門とし
て位置づけ、そのもとで情報科学研究科、生命機能研究科、基礎工学研究科を中心に全学体制で強
力に推進してきている。文部科学省の補助期間終了後(H31 年度以降)の取組み体制については、全
学の合意のもと定着、発展させることがすでに決まっている。 

【情報科学を取り巻く社会変化への対応に対する課題や組織的取り組み】激動する現代社会におい
ては、あらゆる学術分野をグローバルにクロスして「知の協奏と共創」を生み、イノベーションを
もたらすことができ、課題を設定しチームを牽引し強い意志で課題克服を成し遂げる人材、すなわ
ち「知のプロフェッショナル」を養成していくことが重要である。大阪大学においても集う人材が
社会で様々な人やコミュニティと協同し、課題解決のプロセスを経ながら「専門知」もさらに深化
することが期待されている。本プログラム実施中にも情報科学技術は大きな発展を遂げ、IoT、人工
知能(AI)、ロボティクスを活用した Society5.0、超スマート社会を形成することが望まれており、
このような時代の要請に応えながら、人にやさしく、しなやかで豊かな情報技術を開発できる博士
人材を育成するためにも、情報、生命、認知・脳、ロボティクス分野において多様なバックグラン
ドを持った優秀な学生を教育する本プログラムを発展させていく必要があると考えている。 

【今後の大学院教育改革への取り組み】上述のような背景のもと、本プログラムは大学の経費によ
り定着、発展させ、その中で大学院教育改革に向けて不断の努力を続けていく。本プログラムで効
果が認められた学生アドバイザリ制度(一学生に対して指導教員、異なる分野を専門とする他研究科
の教員、学外の担当者が 5年間継続的に研究や進路への指導・助言を行い、副専攻プログラムとし
ての最終審査も担当する)の様に、専門性とともに研究領域を超えた分野の学術創成や、時代や社会
が要請する汎用力を持った博士人材を柔軟迅速に輩出できる、より発展進化した研究教育システム
や学位制度の構築に向けた継続的な議論が必要になると考えている。例えば、産学連携の教育プロ
グラムを発展させ、情報科学、脳・認知・生体、人工知能、データビリティ、ロボティクス等を教
育モジュール化し、社会や産業界の要請に応じて柔軟な対応を可能としながら、多様なバックグラ
ウンドの学生にも履修が可能となるプログラムとしてさらに発展させることが課題と考えている。 

本プログラムの継続的な運営、発展においては、大阪大学共創機構と連携し、大阪大学と産業界の
深い連携、包括連携などを最大限活用し、教育を通じて産学連携を実践できる場を設け、多様な形
態で産業界の参画を促すことが重要と考えている。具体的には産業界の課題を履修生と教員、産業
界の研究者が協同で解決する実践的共同研究、起業家を育成するためのアントレプレナー教育に履
修生を学生研究員として参加させ、経済支援を行うとともにプロ意識を涵養して育成する。今後、
自身の領域において高度な専門性を有し、他の業界や領域の研究者と課題を設定してチームを作り
牽引し、新しい価値を生み出せる博士人材を養成するプログラムとして、より発展した体制・シス
テムを構築定着させていく。 

 




